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早期英語教育が中等学校英語教育に
及ぼす影響についての調査研究(第三次調査)
松　宮　新　吾
要　 旨
　第三次調査では、 日本型早期英語教育経験の有無による学習者要因と言語スキルに係わる比較
分析を行い、早期英語教育の中長期的な教育効果の検証を行った。そのために、高校2年12月時
点における英語学習実態調査のデータを多変量解析にかけ、二群問の有意差を確認した。
　その結果、異文化志向因子やクリエイティブ ・ライテ ィング等の表現活動にかかわる学習因子
において、二群問の有意差が顕著に現れることが判明した。また、第二次調査(2009)において、
英語学習成績に対 しマイナスの要因として有意に影響を及ぼ していた言語能力肯定因子がブラス
方向へ変位したことが確認できた。
　さらに、本研究報告書では、第一次 ・二次 ・三次調査研究の成果を通観 し、早期英語教育の影
響を受け形成された学習因子 と英語学習成績の因果関係を明示 し、 日本型早期英語教育の中長期
的な教育効果についてとりまとめる。
キー ワー ド:日本型早期英語教育、学習者要因、言語スキル、異文化志向因子、
　　　　　　 言語能力肯定因子
1.は じめ に
　 日本型早期英語教育が中等学校英語教育に及ぼす影響について、松宮(2009)が行った高等
学校入学直後の大阪府立1高 等学校1年 生320名を対象に実施 した第一次調査(2007年5月)
では、早期英語教育経験者(FLES　students:以下、　FSと呼ぶ。)群の 「異文化志向因子」
と 「コミュニケーシ ョン志向因子」が、未経験者(Non-FLES　students:以下、　NFSと呼ぶ。)
群に比べ5%水 準で有意に高 くなっていることが判明 した。
　 しか し、GTEC(英語コミュニケーション能力テス ト)のテス ト・スコアによる二群間の統
計的な有意差の確認や、FS群とNFS群の各群固有の因子解を特定することはできなか った。
　次に、同一被験者を対象に高等学校での英語教育が定着する1年次の12月に実施した第二次
調査(2007年12,月)では、 日本型早期英語教育の成果 と調査対象校のカリキュラムに基づ く教
授 ・学習 との交互作用を受けた各群固有の学習因子を抽出することができた。特に、FS群に
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おいては、 日本型早期英語教育の特色である 「音声中心主義」により培われた経験や態度等が、
高等学校での教授 ・学習 との交互作用を受け、「オーラル表現活動志向因子」や 「話 し言葉有
用因子」 とい うFS群固有の学習因子を形成したことが確認できた。(松宮2010)
　第二次調査の考察では、FS群はNFS群に比べ、① より肯定的な自己能力感を有 し、② 学
習者相互のインタアクションや人間関係を構築してい く中で展開されるオーラル表現活動に対
する好意性や有用性をより強 く感 じ、③ 話 し言葉に対する有能感を教授 ・学習の交互作用の
中でより容易に得ることができ、④ これ らの特性を持つ学習因子が英語学習成績に有意な影
響を及ぼし合っている、 とい うモデルを描いた。(松宮2010)
　特に、FS群で抽出することができた 「オーラル表現活動志向因子」 と 「話 し言葉有能因子」
は、小学校外国語活動の特色である 「音声中心主義」や 「参加体験型コミュニケーシ ョン活動」
により培われた経験 ・態度 ・資質 ・能力等が、高等学校でのオーラル ・コミュニケーシ ョンや
テ ィーム ・ティーチングにおける教授 ・学習 と交互作用を受け、解釈可能な学習因子 として出
現 したものであると考察した。(松宮2010)
　また、抽出した固有の学習因子 と英語学習成績 との問には、有意な因果関係が認められたこ
とから、 日本型早期英語教育により涵養された英語学習に対する態度や意欲等に係わる情意要
因が、中等学校における英語学習を底辺で支え、高等学校での英語学習の効果を統合的に高め
ていることを結論 として導き出した。(松宮2010)
　 しか し、① 日本型早期英語教育による学習経験が、中長期的にどの ように高等学校の英語
学習に影響を及ぼ しているのか、また、② 同定することができた学習因子群の どの因子が 日
本型早期英語教育の影響を最も顕著に反映したものであるのか とい うことが明確になっていな
い。さらに、③ 第二次調査で明らかになったFS群 における 「言語能力有能因子」 とテス ト・
スコア とのマイナスの因果関係について設定した仮説(「途中経過の一時的な現象 として捉え、
中長期的には『 自己有能因子』同様に英語学習成績に有意なブラス方向への影響を及ぼす因子
へ と変容する。」　 松宮;2010)の検証を行 うことが求められる。
　以上の知見を踏まえ、本調査研究報告書では、2008年12月に実施 した第三次調査のデータに
基づき、 日本型早期英語教育の影響を受け形成される学習因子を特定し、英語学習成績 との因
果関係を追究することにより、英語学習因子 と学習成績による一連の因果図式のモデル化を試
み、 日本型早期英語教育の中長期的な教育効果を論ずる。
2.調 査研究の 目的
第三次調査研究では、以下の3項 目を、主たる目的 とする。
① 日本型早期英語教育経験の有無が高等学校英語教育に及ぼす中長期的な影響の追究。
216
早期英語教育が中等学校英語教育に及ぼす影響についての調査研究(第三次調査)
　②　 日本型早期英語教育の成果 と高等学校英語教育 との交互作用により形成される固有の学
　　　習因子の特定 と英語学習成績 との因果モデルの解明。
　③　第二次調査研究の分析から明らかになった 「言語能力有能因子」 と英語学習成績に係わ
　　　る逆転現象の究明。
　これにより、 日本型早期英語教育が中等学校英語教育に及ぼす因果的効果を探求し、平成23
(2011)年度から全国の小学校5、6年 で必修化され全面実施される小学校外国語(英 語)活
動 と、中等学校(中 学校 ・高等学校)英 語教育の接続に係わる提言を行 うことが、本調査研究
報告書の主旨である。
3.調査研究の概要
(1)調査実施時期及び調査対象集団について
　大阪府立1高 等学校62期生8ク ラス320名を対象に、中学校での英語教育の影響が最 も強 く
現れる第1年 次5月 に第一次調査を、また、高等学校での英語教育の影響が一定レベルにまで
達する第1年 次12月に第二次調査を実施した。
　本調査研究は、先行調査研究の分析結果を受け、上記研究 目的を最も効果的に達成するため
に、第一次、第二次調査 と同一の被験者を対象に、高等学校での英語教育が十分に定着し、大
学受験英語等の波及効果による影響を受けに くい時期である第2年 次12月に調査を実施 した。
特に、この時期は、定期考査や大学受験等のス トレスやプレッシャーが最も低 くなるタイミン
グであ り、後期中等学校英語教育に係わる学習者特性がス トレート、かつ、顕著に現れる時期
であると判断した。
　第三次調査での分析対象者数は、FS群ll8名(構成比率37.1%)、　NFS群200名(構成比率6
2.9%)、合計318名であった。 これは、本調査研究で行 う統計処理の信頼性を確保するのに十
分足 り得る被験者数であると判断できる。
(2)調査研究の枠組み
　 「日本型早期英語教育により培われた資質 ・能力や経験 と高等学校英語教育の教授 ・学習 と
の交互作用により、固有の学習因子が形成され、形成された学習因子は、高等学校での英語学
習成績 と有意な因果関係を示す。」(松宮2009)とい う仮説モデルを継承 し、本調査研究にお
いては、そのモデルの中長期的な妥当性を検証する。
　特に、本調査研究報告書では、第一次調査から第三次調査を通じて得られた学習因子の形成
と変容について、通観的 ・総括的な分析を試みる。
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4.調査研究の方法
　本調査研究では教授 ・学習の交互作用による学習因子の形成 と変容を把握するために、第一
次及び第二次調査同様に全クラスで、英語学習の実態を把握するための質問紙調査を実施し、
分析のための基礎データを収集する。また、質問紙調査 と同時期に被験者の英語学習成績(習
熟度)及 び言語スキル(熟 達度)に 係わる外的指標を得るため、被験者全数(n＝320)に対し
英語外部模試であるGTECを実施 し、そのテス ト・スコアを分析のための英語能力指標 とし
て用いる。
(1)英語学習実態調査について
　第三次調査で用いた質問紙は、第二年次の教授 ・学習の実態を把握するために、第二次調査
用に設計 したものを、当該学年度のカリキュラムに対応するよう一部変更 したものである。な
お、 当該の質問紙は、学習者要因に係わる多変量解析を行 うことを前提 として開発 された
English　Learning　I ventory　for　Japanese　Senior　High　School　Students(以下、　ELI-JSと
呼ぶ。松宮;1999)をベースに、 日本型早期英語教育の中長期的な教育効果を検証するために
改訂 したものである。
　本調査で用いた質問紙の信頼性 と妥当性を検証するために、項 目間の平均相関に基づ く内部
一貫性をクロンバック(Cronbach)のα係数に求めた。質問項 目間の関係性を示す α係数は、
.8692とな り、十分な信頼性を有していると判断した。
　また、英語能力指標(GTECのテス ト・スコア)と 、　ELI-JSによる英語力自己診断指数 と
の基準関連妥当性を検定 した結果、両者の問には1%水準での高い相関があることが確認でき
た。
　これらの検定結果から、第三次調査用に一部改訂したELI-JSの質問紙 としての妥当性 と信
頼性は高 く、本調査分析の中核をなす多変量解析によるデータ分析の信頼性を担保する好まし
い結果を得ることができた。
　なお、第三次の質問紙調査は、2008年12月に、クラス毎に英語の時間を利用 し、担当英語教
員が項 目グループ毎に解説を加えながら実施した。
　これにより収集した一次データを用い、早期英語教育の中長期的な効果を探求した り、問題
の原因や構造、因果関係を明らかにすることを 目的 とした多変量解析に必要な二次データを得
るためのデータ処理を行った。
(2)英語学習成績について
　被験者の英語学習成績を客観的に定量化し、英語運用能力を リスニング、 リーディング、ラ
イティングの三分野で把握することができるものとして、外部の英語能力測定テス トである
GTECによるテス ト・スコアを用いた。
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GTECの実施項 目は、リスニング、 リーディング、ライテ ィングの各言語スキルに関す る英
語運用能力及び習熟度テス トであった。なお、本調査分析においては、各項 目の合計得点を総
合的な英語能力指標 として用いた。
(3)授業観察による学習因子や学習者特性の把握と確認
　第三次調査の実施に伴い、5月、7月、9月、11月に調査対象学年の授業観察を行 うととも
に、担当英語教員 とのインタビューを実施し、調査対象集団のより的確な把握 と、教授 ・学習
のプロセスや交互作用の状況把握や確認を行った。授業観察により得た情報や知見は、第三次
調査の考察結果の精度を高めるための一助 とした。
(4)多変量解析について
　第三次調査研究では、得られたデータを多変量解析の手法を用い処理 ・分析する。そのため
に、以下の四つの手法を採用 し、潜在的な情意要因等の学習因子を探求するとともに、因子構
造 と英語学習成績 との因果関係を明らかにする。
　① 因子分析
　　多数の質問項 目を共通性に基づき整理 ・統合し、より少ない要因で調査対象集団の特性や
　ある特定の現象を説明するための因子解を得るために、第三次調査の分析では、ELI-JSに
　より収集したデータをベースに因子分析を行 う。因子分析に際しては、調査対象集団全体に
　よる因子分析 と、FS群、　NFS群の群別因子分析を実施 し、 日本型早期英語教育により培わ
　れた資質 ・能力 と高等学校における英語教育の教授 ・学習の交互作用の存在や、抽出された
　固有因子の比較分析を行 うなかで、潜在的な因子構造の解明を試みる。そのために、因子分
　析では、以下で説明する多変量解析に必要な標準化された因子得点を算出する。
　　また、第二次調査により特定することができた固有因子群 との比較分析を行 うことにより、
　中長期的な 日本型早期英語教育の教育効果についての考察を行 う。
　　なお、因子分析により算出する標準化された因子得点は、分散分析や重回帰分析の基礎デー
　タとなるものであ り、因子得点の大きさや符号の向ぎ(プ ラス ・マイナス)は 、多変量解析
　を行 う上で、極めて重要な意味を持つ。
　② 分散分析
　　①の因子分析により共通因子解を探 り出すことがでぎれば、それぞれ標準化された因子得
　点を導 き出し、因子毎にFS群 とNFS群の二群問で有意差の検定を行 う。 これにより、早
　期英語教育が学習因子の形成に及ぼす影響を考察するとともに、その因子構造を解明する。
　　また、第一次、第二次、第三次調査の分析結果や基礎データの結合を行い、通観的に学習
　因子の変容を検証 ・分析するための二次データを得る。
　　さらに、GTECのテス ト・スコアを用い、二群問の有意差を確認することで、高等学校
　英語の習熟度や熟達度に関して、早期英語教育の経験の有無 との因果関係を明らかにする。
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③ 重回帰分析
　早期英語教育の経験の有無がGTECのテス ト ・ス コアに どのような影響を及ぼしている
のかを明らかにするために、重回帰分析を行 う。本分析では、高等学校2年 次における英語
運用能力 と早期英語教育 との因果関係や影響の度合いを検証することがねらいである。その
ために、GTECのテス ト・スコアを従属変数、因子分析により算 出した標準因子得点を説
明変数 とした重回帰分析を行い、英語の習熟度及び運用能力(GTEC総合得点、 リスニン
グ得点、 リーディング得点、ライティング得点)と 抽出された学習因子(早 期英語教育の経
験の有無に関わらず出現するユニバーサル因子 と、FS群 ・NFS群固有のローカル因子)と
の因果関係を探求する。
5.分 析結果
(1)因子分析の結果
　第三次調査で用いたELI-JSは、因子分析をはじめとする多変量解析を行 うことを目的 とし
て設計 ・開発 された質問紙である。設定された100項目の質問中、因子分析の対象 とする項 目
は、5段階の多項選択形式によるフリコード法を採用 した82項目である。
　因子分析に先立ち、分析の対象から外すべき除外項 目の有無を、各項 目の平均値 と不偏分散
の値を用いたス ミルノブ ・グラブス棄却検定(Smirnov-Grubbs)により確認 した。その結果、
有意水準5%で 除外すべき項 目は検出されなか った。 さらに、82項目の平均値 と標準偏差から
各項 目の天井効果 とフロア効果の有無を検定した結果、因子分析の対象から外すべき項 目は検
出されなかった。
　そこで、当該の82項目を因子分析の対象 として適当 と認め、主因子法のバ リマ ックス回転
(Normalized　Varimax-method)により因子分析を行 った。
　① 一群による因子分析
　　早期英語教育の経験の有無に関わりな く、2年生全8ク ラス318名を一群 として実施した
　因子分析の結果を表1、2、3に 示す。一群による因子分析の結果、8つの因子解を特定す
　ることができた。なお、この ときの累
　積因子寄与率は48.99%であった。 こ　 表1因子一覧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 因子No.　　 　　　　　　　 因子名　　　　　　　　　　　　寄与率
の分析結果は、表2で 示すクロンバッ
クの α係数からも判断することができ
るとお り、それぞれの因子の解釈を行
うために必要な高い信頼性 と妥当性を
有 している。
第Ⅰ因子　自己有能因子
第Ⅱ因子 教授学習方略有用因子
第皿因子 言語能力肯定因子
第Ⅳ因子 異文化志向因子
第V因子 コミュニケーション活動志向因子
第Ⅵ因子　英作文モニター因子
第Ⅶ因子　和訳依存因子
第Ⅷ因子　文法正確性因子
18.96%
7.38%
6.52%
4.99%
3.57%
2.75%
2.58%
2.26%
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表2一群による因子分析結果(第三次調査) 表3因子負荷量(第三次調査)
　 No
　 23
　 17
　 22
　 20
　 26
　 16
1　18
　 14
　 19
　 21
　 25
　 15
　 24
　 荷旦
07936
07207
06848
06796
06709
06586英
06578英
06387単
06375英
06290英
　　　　　　　　　　　　　　　 　 斤　　　　　　　　　　　　　　　 　　口
日本語を英語に訳すことについて自信がある。
文法について自信がある。
英語を日本語に訳すことについて自信がある。
自分の考えなどを英語で書くことについて自信がある。
自分の総合的な英語力を自己評価してください。
α
吾の読み(音読)について自信がある。
吾を読んで内容を理解することについて自信がある。
吾や熟語について自信がある。
吾を聞いて内容を理解することについて自信がある。
吾を話すこと(英会話)について自信がある。
05625外国人の先生との対話や授業について自信がある。
05591発音やアクセントについて自信がある。
05120廿量五の暗唱について　 ≡が
09066
No　 耕1　 　 　 耕1　 　 　 耕 皿 　 　 　 　抽W　 　 　 　触V　 　 　 触V【
23　　　07936　 　01022　　　01102　　　00744　　　00359　 　00330
17　　　07207　 　00447　　　00945　　-01014　-00197　 　01145
22　 　06848　 　01125　 　00729　 　00445　 　00513　-00007
20　 　06796　 　01688　 　01198　 　00291　　 00543　　01128
26　　　06709　 　01242　　　00363　　　00201　 　01208　 　00928
16　　　06586　 　01704　　　01230　　　01229　　　00132　 　01401
18　　　06578　 　01704　　　01279　　　01610　　　00793　 　00768
14　　06387　　00594　　01847　　00005　　 01028　　 00997
19　 　06375　 　00220　 　01596　 　01552　 　01349　　00651
21　　 06290　　　00795　　　02280　　　01880　　　01302　　　00016
25　　　05625　　　01934　　　02355　　　01761　　　01874　 　00436
15　 　05591　　01133　 　01738　 　00128　 　00247　　00271
24　　　05120　　　01160　　　00863　　-00184　 　01256　 　01213
紬皿 　　 　　 紬 皿
一〇〇854　　　00430
00044　 　00207
-00068　 　01679
01612　-01402
-00634　　　00344
-00380　 　01562
-00932　　 01514
-00154　　　00531
-00956　 　00413
00996　-00373
00220　-00365
00531　　01481
00545　-00031
　 61
　 57
　 56
　 82
H　52
　 60
　 58
　 59
　 53
06316作文など英語で表現できる機会がある授業は英語学習に役に立っている。
06251英語で行われる授業は英語学習に役に立っている。
06088先生が作成したプリントは英語学習に役に立っている。
05760文法の学習は英文理解 に役立っている。
05526リスニング練習は英語学習に役に立っている。
05435ペアー・ワークなど友だち同士で英語を練習することは英語学習に役に立っている。
05320和訳(英語を日本語に訳すこと)は英語学習に役に立っている。
05309外国人の先生とのティー ムティー チング(授業)は英語学習に役に立っている。
05073　証たどの小一ストは廿証幽　に尾に立ってい
08485
61　　 01819　　06316　　00651　　 02377　　 00813　　 00580
57　 　00430　 　06251　　01943　 　01099　 　01155　　00927
56　 　00655　 　06088　 　01672　 -00046　　00575　　00603
82　　　02164　　　05760　　　01436　　　01922　　-00357　 　01215
52　　　01505　　　05526　　　02130　　　02101　 　00897　 　00379
60　　　01375　 　05435　　　02121　 　01688　　　01639　 　00638
58　 　00876　 　05320　　　00515　 　01221　 -00838　-00171
59　　　01129　 　05309　　　01633　　　02303　　　02986　 　00413
53　 　01420　 　05073　 　00943　 　00549　 　00491　　01128
一〇〇〇11　　00628
00279　 　00574
01103　 　01559
01758　 　01083
00583　　00150
-01049　　00125
02381　　02108
-00335　 　00380
00192　 　00150
　 92
　 93
　 96
　 95
　 94皿
　 98
　 97
　 90
　 89
　 100
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
????
?
??
?
?
?
?
?
?
??
?
???
?
??
?
?????
?
??
?????
?
???
??
?
?
?
?
?
?
??
吾を聞いて理解する力が伸びた。
吾を読んで理解する力が伸びた。
吾の文法力が伸びた。
吾を話す力が伸びた。
吾を書いて表現する力が伸びた。
吾の自然な発音ができるようになった。
吾の語彙力(単語や熟語)が伸びた。
05717抵抗感なく英語を使うことができるようになった。
05069授業への参加の度合いが高まった。
05067　ら廿証　　　　　よ、になった
08949
92　　02114　　01974　　07154
93　　　02316　 　01462　　　06965
96　　　02319　　　01925　　　06750
95　　　01837　　　01013　　　06609
94　　　02594　　　02416　　　06135
98　 　01288　 　00658　 　05910
97　　　02150　　　01563　　　05846
90　　　02988　　　01391　 　05717
89　　　00693　　　02135　　　05069
100　　02187　　　01266　　　05067
02481　　 01423　　00004
01227　　　01266　　00119
00479　 -00743　　00194
01805　　　00468　 　01004
01321　 　01109　-00183
00845　　-00057　 　01340
00834　　-00895　 　00866
01473　 　02547　　01602
01575　 　02480　　01029
01432　 　01199　　02825
一〇〇330　 　00436
-00235　 　00208
00506　-00503
-00023　-00563
01513　-00685
00336　-00413
00833　-00334
00365　-00143
00744　 　01443
00061　　01140
　 65
　 64
　 68
]V　70
　 69
　 66
　 99
07940外国のことに興味がありますか。
06749外国へ行ってみたいと思いますか。
06435外国の人と話をしたいと思いますか。
05915姉妹校交流プログラムを通しての国際交流に関心がありますか。
05600外国の人と一緒に生活をしてみたいと思いますか。
05133英語を勉強する以外にも、外国に関する情報や話題が必要だと思う。
05072世G　 のことや異 ヒに'　 .つよ、にたった
08397
65　　　00095　　　00282　　　01831
64　　　00492　　　00499　　　01361
68　 　00702　 　02206　 　00515
70　　　01125　 　03045　　　00826
69　　　00331　 　01273　　　01762
66　 　00503　 　01901　 　01319
99　　　00830　　　01384　　　03356
07940　　　00680　 　00155
06749　　-00121　-00133
06435　 　01782　　01037
05915　　　01970　 　01574
05600　　　01469　 　01359
05133　　-00565　 　00391
05072　　　01878　-00322
00363　　00236
00614　　00459
-00187　 　00170
-00043　-00089
00006　　 00066
00935　　00226
00267　　00142?
?
?
? 06494英語Hの 授業は楽しみだ。
06392英語]「の授業は楽しみだ。
05601廿証下「の 語　はよ　　か
07478
8　　　02901　 　01437　　　02146　　　01356　　　06494　-00159
9016720153801087015160639200056
12　　　03262　 　03479　　　00887　　　01156　　　05601　-00103
00414　 　01231
00813　　 00853
00855　-01802
　 88VI
　 87
06919自由英作文などでは、書いた後、内容や文章構成等をチエックしている。
06567　　 廿作　などでは 圭いた'　スペリン"や　ごミスがたいこと　チエ・辱 してい
08210 88　 　01772　 　02018　 　01083　 　01075　　　00033　　06919　-00015　 　01697
87　　　02010　　　01246　　　01264　　　00559　　-00286　 　06567　-00335　 　02382
　 73
「皿　74
　 77
05699教科書の英文を和訳しないと不安になる。
05474教科書の英文を和訳することで理解が深まる。
050750量　 ことが 　や 　の 心となってい
06766
73　　　00146　 　01553　　-00122　-00858　 　01002　 　00742
74　　　00664　　　03651　 -00202　 　00694　　　00467　 　00996
77　　-00167　 　00736　　　00263　　-00844　 　00483　 　01414
05699　 　02410
05474　 　01826
05075　-00055
　　30皿
　　32
05469英作文では文法力が最も大切だと思う。
05156英作文では正確な文を書くことが最も大切だと思う。
06010 30　　　01678　　　01613　　-00072　-00324　 　01502　 　01434　　　00599　 　05469
32　　　01078　 　01189　　-00040　 　00284　　-00495　 　00616　 　01165　 　05156
② 早期英語教育の経験の有無(二 群:FS群、　NFS群)による群別因子分析
日本型早期英語教育の経験があるFS群(ll8名)と、経験がないNFS群(200名)の二
群での因子分析を行った結果、それぞれ群固有の解釈可能な因子を特定することができた。
結果を表4、5、6(FS群)と 表7、8、9(NFS群)に 示す。
なお、各群の因子分析に際し、除外項 目を検出するための項 目分析を実施したが、両群 と
も除外すべき項 目はな く、それぞれ主因子法のバ リマ ックス回転を用いて因子分析を行った。
A.FS群での因子分析結果
FS群での因子分析の結果、解釈で
きる10個の因子解を抽出した。(表4)
この とき抽出した因子群の累積因子
寄与 率 は62.82%であ った。 ま た、 分
析の信頼性を示すクロンバ ックの α係
数 は 、.92から.64であ り、 因 子 を 解 釈 ・
表4FS群因子一覧(第三次調査)
　因　No.　　　　　　　　　　　　因子名
第1因子 自己有能因子
第1因子 言語能力肯定因子
第皿因子 教授学習方略有用因子
第W因子 異文化志向因子
第V因子 コミュニケ シーョン活動志向因子
第VI因子 探求型学習因子
第皿因子 英作文モニター 因子
第皿因子　和訳依存因子
第IX因子 英作文表現志向因子
　第X因子英作文規範重視因子
19.
.56%
7.65%
6.99%
6.11%
5.38%
4.07%
4.03%
3.30%
2.97%
2.76%
定義する上で必要な質問項 目内容の一
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表5FS群による因子分析結果(第三次調査) 表6FS群因子負荷量(第三次調査)
　 No
　 23
　 19
　 17
　 22
　 18
　 26
1　14
　 21
　 25
　 16
　 15
　 20
　 39
　 。量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[
07661日本語を英語に訳すことについて自信がある。
07330英語を聞いて内容を理解することについて自信がある。
07311文法について自信がある。
07234英語を日本語に訳すことについて自信がある。
06861英語を読んで内容を理解することについて自信がある。
06860自分の総合的な英語力を自己評価してください。
06763単語や熟語について自信がある。
06602英語を話すこと(英会話)について自信がある。
06515外国人の先生との対話や授業について自信がある。
05800英語の読み(音読)について自信がある。
05664発音やアクセントについて自信がある。
05628自分の考えなどを英語で書くことについて自信がある。
05156日本亜で　　を書くことが得　だ。
α No　第1因子　　第皿因子　　第皿因子　　第IV因子　　第V因子　　第VI因子　　第皿因子　　第皿因子　　第区因子　　第X因子
09290
23　　　07661　　　01239　　01581　　00801　　01544　　01026　　00829
19　　07330　　01448　　00410　　01419　　01585　　00796　　00504
1ア　　 07311　　01655　-00008　　-00916　　00564　　00887　　00908
22　　　07234　　00379　　02201　　00967　 　01128　　01943　　00268
18　　06861　　　01403　　02571　　01237　　01816　　01944　　01175
26　　　06860　　01130　　01833　　00524　　02237　-00661　　　00914
14　　06763　 02218　 00185　　-00151　 01682　 00638　 00483
21　 　06602　　02944　　01387　　02135　-00293　-02249　-00300
25　 　06515　　　03260　　00872　　01185　　01447　　-01695　　00429
16　　05800　　02230　　01467　　01600　-00525　-01086　　02573
15　 　05664　　02530　 　02074　 　00231　-01013　-01042　　00802
20　　　05628　　　02031　　　00775　-01359　　　02278　　　00459　　02718
39　 　05156　　　01932　　02086　　00060　　00281　　 01018　-00792
一〇1014　 00077　 01044
-00449　　-00216　　-00025
00942　　00029　　　02033
-00789　　-00780　　00281
-01757　　 00206　　-00854
-00986　　　01365　　-00076
-00858　　 01320　　 00417
02182　　01316　　-00473
01888　　01022　　-00822
-01360　　03413　-02114
-00163　　　03396　　-02179
01717　-01404　　00665
03011　　00611　　 01362
　 93
　 96
　 94
　 92
　 97E
　 95
　 90
　 89
　 98
　 100
?
?
?
?
?
?
?
??
???
?
??
??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
吾を読んで理解する力が伸びた。
吾の文法力が伸びた。
吾を書いて表現する力が伸びた。
吾を聞いて理解する力が伸びた。
吾の語彙力(単語や熟語)が伸びた。
吾を話す力が伸びた。
06004抵抗感なく英語を使うことができるようになった。
05328授業への参加の度合いが高まった。
05163英語の自然な発音ができるようになった。
05025　ら軸量五　　　　 よ}になった
09100
93　　　02318　　07502　　01400
96　　　02395　　07361　　　01263
94　　　02673　　07059　　01534
92　　　03068　　06991　　　01591
9ア　　　01043　　　06485　　01989
95　　　02094　　06092　　00341
90　　　03170　　06004　　01474
89　　　01559　　05328　　02103
98　 　01609　　　05163　　00846
100　03073　　　05025　　00742
01307　　01800　　01839　　00747
00693　 　01267　　01354　-00798
00106　　02922　　01315　　00512
02786　　02005　　01643　-00541
00873　　00213　　01641　　　01080
01832　　00429　　-01255　　02451
01626　　02040　　　00378　　00864
02172　　01651　　 01474　　01420
01330　-01465　　-01481　　　01356
01788　　00457　　　02782　　02444
一〇1470　　00130　-01263
01319　-00950　　-00126
00908　-00427　　 00649
-00266　　-00482　　-00604
00719　　00408　　　01481
01269　-00286　-00169
00613　　00053　-01324
-01373　　　02205　　-00249
00785　　01122　　-00942
-02711　　-00232　　　00627
　 56
　 57
　 58
　 81皿
　 52
　 51
　 82
　 53
07322先生が作成したプリントは英語学習に役に立っている。
06749英語で行われる授業は英語学習に役に立っている。
06068和訳(英語を日本語に訳すこと)は英語学習に役に立っている。
05936本文についての英問英答は内容理解に役立っている。
05818リスニング練習は英語学習に役に立っている。
05378ボキャブラリー ・チャンツは英語学習に役に立っている。
05304文法の学習は英文理解に役立っている。
05289　量五など　小一ス は軸量五凸羽に疋に立っ　い
08340
56　　　00990　　01160　　07322　-00261　　-00682　　　01809　　00585
5ア　　　01249　　02217　　06749　　00921　　01198　　00428　　00600
58　-00251　　 01332　　06068　　01343　-01209　　　01811　　　00023
81　　01592　　　01117　　05936　　00843　　00753　　　01449　　01001
52　　　01898　　01152　　05818　　02026　　01985　　　00187　　01381
51　　 00534　-00034　　05378　-00786　　02919　-01597　　01305
82　　　01124　　03548　　05304　 　01984　 　01498　　01011　　01316
53　　　01954　　00344　 　05289　　01047　 　00505　　00608　　00301
一〇 〇166　　　01479　　　00115
-00847　　 00034　　　00166
02264　-00681　　-01087
01690　　00345　　　01727
-00473　　 00956　　-01700
01098　　01496　　-01145
02429　-00416　　　01290
-00764　　　00746　　　00075
　 69
　 65
　　70
1▽　68
　 64
　 66
　 99
07900外国の人と一緒に生活をしてみたいと思いますか。
07705外国のことに興味がありますか。
07399姉妹校交流プログラムを通しての国際交流に関心がありますか。
06945外国の人と話をしたいと思いますか。
06457外国へ行ってみたいと思いますか。
06196英語を勉強する以外にも、外国に関する情報や話題が必要だと思う。
05883　　　も　　　ことや　　ヒに　ロ　 、つよ句になった
08ア40
69　　　00763　　00695　　00718
65　　　00171　　　01402　　00397
ア0　 　01259　　00217　　02430
68　　-00662　　01229　　01566
64　　　00492　　02096　　00402
66　　　00673　　00783　　00966
99　　　00937　　02826　　01675
07900　 　00554　-00310
07705　　00385　　 01989
07399　　02332　　　00106
06945　　01376　　-00733
06457　-00407　　00889
06196　　00314　 01261
05883　 　02284　　00523
一〇〇332
00576
00875
00874
00842
00885
-00555
00654　　00538　　-01059
00669　　00676　　00964
00667　　00252　　　00918
00565　　01426　　-00687
00849　-00168　　-00474
01442　　00189　　　00022
00192　　00852　　　01450
V
?
?
?
?
?
?
06805英
06318英
06204英
05639英
吾Wの授業は楽しみだ。
吾TTの授業はよくわかる。
吾TTの授業は楽しみだ。
吾Wの授業はよくわかる。
05080英作文では先生の添削指導が役に立っている。
05019軸証E　 馬　は芯しみだ
081ア0
10　　02048　　　01198　　00422
12　　02858　　02129　　02194
9　　　01216　　02794　-00112
13　　00913　 00505　 02909
38　 　02780　-00199　　 03550
8　　　03774　　01796　　01464
00966　　06805　　　01928　　00138
01360　 　06318　-00234　　01026
01576　　06204　-01568　　00809
01153　　05639　　　02086　　00598
01275　　05080　　01183　-00757
01241　　05019　　02301　　-00679
00732　　01364　-01345
00485　-00417　　-01189
00933　 02814　　-00582
00125　-02000　　　00613
-00748　　-00186　　 01616
-00639　　02300　-00084
55　05204辞書や参考書は英語学習に役に立っている。
35　05202軸　文では和軸辞書を多用する。
03390 55　-00002　　-00431　　 02132　　01491　　　00563　　　05204　　00588　　01537　　00085　　-00332
35　-00475　　　01173　　00240　　01563　-01597　　　05202　-00284　　 00333　　02729　　　04029
　　88
「皿　87
　　84
07351
07307
05494
自由英作文などでは、書いた後、内容や文章構成等をチ]}ンクしている。
自由英作文などでは、書いた後、スペリングや文法ミスがないことをチエックしている。
　　軸　　など ・は　 ・　　　　 塵　εみ立　やス ー1一 流　　 聾し い
0ア580
88　　　00781　　　01457　　00940　　00597　-00185　　00426　　07351
8ア　　　01117　　01409　　01226　　00212　　00239　　01405　　07307
84　　　01565　　02192　　02953　　00771　　01309　-00587　　05494
一〇 〇771　　 02087　　-00085
-01042　　 02017　　-00961
02493　-00930　　00201
　　75　06316和訳を読んでしまうと、英語を理解できたような気分になる。皿
　　76　05381　0≡　講ん ・し 句と 軸　　詰 句とい句　"が辱・'
06590 ア5　-00635　　00011　　　01515　　02025　　00248　　00973　-01927　　　06316　　01382　　　00789
ア6　-00289　-00552　　-00059　　 02201　-00538　　-00306　-00575　　 05381　-00097　　　01662
　 32
1×　30
　 31
06430英作文では正確な文を書くことが最も大切だと思う。
05622英作文では文法力が最も大切だと思う。
05551軸　文では語彙・熟語力や慣用表現力が最も大切だと思う。
06460
32　 　01473　　-00057　　 00576　　00857　-00578　　　01282　-01154
30　　　01148　　　00395　　00231　　　00011　　　03218　　　00885　　01463
31　 　01608　-00366　　　00298　　02374　　01287　　00537　　01949
01872　　06430　　01120
-00407　　 05622　　　01328
-00853　　　05551　　 01720
　 36　07137英作文では英和辞書や英英辞典の例文を参考にする。X
　 3706473軸 ・は ξ童 に た ξ
0ア330
36　 　00269　　-00677　　 00325　　00509　-00696　　　02064　　00904　　01447　　03153　　　07137
3ア　　　01298　-00181　　 00692　　00426　　00190　-00173　　00600　　01381　　00758　　　06473
貫性が十分に高いものであ り、因子解の解釈を行 うことが有意であることが判明 した。
(表5、6)
B.NFS群での因子分析結果
NFS群での因子分析の結果を表7、8、9に 示す。同定することができた因子解は6因
子で、この時の累積因子寄与率は
46.17%、ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数
表7NFS群因子一覧(第三次調査)
　因子No.　　　　　　　　　　　 因子名 寄与率
は、.90から.79で、 分析の信 頼性
と妥当性についても高い値を示し
て いる。(表8、9)
第1因 子
第H因 子
第皿因子
第W因 子
第V因 子
第VI因子
自己有能因子
教授学習方略有用因子
言語能力肯定 因子
コミュニケーション活動志向因子
異文化志向因子
英作文モニター 因子
18.42%
8.17%
7.24%
4.51%
4.36%
3.46%
(2)分散分析の結果
分散分析においては、 日本型早期英語教育の経験の有無により、特定の学習因子の強さや影
響力に有意差が生じているか、また、被験者の英語学習成績に統計的な有意差が生じているか
を検証する。 これにより、FS群 とNFS群の集団特性を把握 し、早期英語教育の経験の有無
と高等学校2年 次における英語学習 との因果関係や交互作用の存在について検討を行 う。特に、
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表8NFS群による因子分析結果(第三次調査) 表9NFS群因子負荷量(第三次調査)
　 NQ
　 23
　 17
　 22
　 20
　 16
　 261
　 18
　 14
　 24
　 21
　 19
　 15
　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ
0.7974日本語を英語に訳すことについて 自信がある。
0.7255文法 について自信がある。
0.7045英語を日本 語に訳すことについて 自信がある。
0.7038自分の考 えなどを英語で書くことについて 自信が ある。
0.6815英語の読み(音 読)について 自信がある。
0.6602自分の 総合的な英語力を自己評価してください。
0.6298英吾を読んで内 容を理解することについて自信がある。
0.6167単吾や 熟語について 自信が ある。
0.5925英吾の 暗唱について 自信が ある。
0.5819英吾を話すこと(英会話)について自信がある。
0.5803英吾を聞いて内 容を理解することについて自信がある。
0.5325立 　セントについて ≡ 樗
α NO　　 　 I大　　 　　 　1大
23　　　0.7974　　0.0653
17　　　0.7255　　0.0741
22　　　0.7045　　0.1348
20　　　0.7038　　0.1083
16　　　0.6815　　0.1946
26　　　0.6602　 　0.0681
18　　　0.6298　　0.1513
14　 　0.6167　　 0.0657
24　　　0.5925　　0.1640
21　　　0.5819　-0.0122
19　　　0.5803　-0.0324
15　 　0.5325　　 0.0931
皿大　　　紬W大　　　紬V大　　　紬V正大
0.9050
0.0974　　0.0054　 　0.0858
0.0683　-0.0811　　-0.0479
0.0619　 　0.0273　 　0.0486
0.1296　 　0.1958　 　0.0849
0.0738　 　0.1210　 　0.0497
0.0119　　0.0774　 　0.0114
0.1128　　0.0132　 　0.2436
0.1783　 　0.0491　　0.0424
0.1259　　0.0350　-0.0223
0.2205　　0.3248　 　0.0851
0.1598　　0.1649　 　0.1411
0.1313　 　0.1551　-0.0842
0.1019
0.1378
0.0459
-0.0029
0.0513
0.0096
0.1612
0.1079
0.0714
0.0534
0.2241
-0.0415
　 61
　 58
　 82
　 55H
　 56
　 57
　 52
　 60
0.6639作文など英語 で表現 できる機会 がある授 業は英語学習 に役 に立っている。
0.6440和訳(英語を日本語に訳すこと)は英語学習 に役 に立っている。
0.6139文法の 学習は英文理解 に役 立っている。
0.5921辞書や参考 書は英語 学習に役に立っている。
0.5810先生が作 成したプリントは英 語学習に役に立っている。
0.5795英語で行われ る授業 は英語学習に役に立っている。
0.5253リスニング練習 は英語学習 に役 に立っている。
0.5115ペー ・ワー など だ 百士で骨曇五.♪ コ 　 ことは骨証 昌♪コに1に 立ってい
0.8430
61　 　0.1446　　0.6639
58　　　0.1332　　0.6440
82　　　0.2375　 　0.6139
55　　　0.0613　　0.5921
56　　　0.0374　　0.5810
57　　-0.0235　　0.5795
52　　　0.1215　 　0.5253
60　　　0.0732　　0.5115
0.0840　　0.0956　 　0.2952
0.0482　-0.0076　　0.0644
0.0378　 　0.0216　 　0.1998
0.0462　-0.0342　　0.1351
0.2037　　0.1956　　0.0092
0.1979　 　0.1830　 　0.1295
0.3244　　0.1309　 　0.2223
0.2568　　0.2506　　0.0201
0.0575
-0.0355
0.1295
0.0598
0.0785
0.0953
-0.0652
0.1367
　 92
　 95
　 93
　 96
　 98皿
　 94
　 97
　 90
　 100
　 89
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.8860
92　　　0.1333　　0.1723
95　　　0.1502　　0.0743
93　　　0.2124　　0.1223
96　　　0.2157　 　0.1681
98　　　0.1163　　0.0317
94　　　0.2057　　0.1945
97　　　0.2391　　0.0701
90　　　0.2819　　0.0792
100　　0.1659　　0.1724
89　　-0.0334　　0.1856
0.7515　　0.0940　 　0.2042
0.7099　　0.1057　 　0.1406
0.6903　 　0.0465　 　0.1207
0.6374　-0.1544　　 　0.0453
0.6245　　0.0830　-0.0241
0.6203　　0.1376　 　0.1447
0.5930　-0.0935　　　0.0757
0.5745　　0.2641　　0.1280
0.5289　 　0.0733　 　0.1452
0.5240　　0.2813　　0.0689
0.0220
0.0662
-0.0826
0.1152
0.1767
-0.0605
0.0797
0.1500
0.2372
0.0545
　　 9
1V　8　　12
　　11
0.7259英
0.6471英
0.6388英
0.5039　+
吾1-「の授業は楽しみだ。
吾皿の授業は楽しみだ。
吾「「の授業はよくわかる。
五皿の逗 は 　　か
0.7930
9　　　0.1159　　0.1218　　0.0409
8　　　0.2061　　　 0.0738　　0.2254
12　 　0.2827　　 0.2158　　0.0617
11　 　0.3084　　0.1455　　0.1265
0.7259　 　0.1204　　0.0539
0.6471　　0.2129　　0.0705
0.6388　　0.1203　-0.0335
0.5039　　0.0889　-0.1095
　 65
　 64V
　 68
　 　1
0.7681外国の ことに興味 がありますか。
0.6703外国へ行ってみ たいと思いますか 。
0.6238外国の 人と話をしたいと思いますか 。
0.5033+曇五は だ
0.7550
65　-0.0445　　　0.0170　　　0.2472
64　-0.0024　　　0.0953　　　0.1423
68　　0.1054　　　0.2281　　　0.0568
1　　0.3356　　　0.0440　　　0.1248
0.0895　 　0.7681　　　0.0352
0.0013　　0.6703　　　-0.0338
0.2405　 　0.6238　　0.1468
0.2647　 　0.5033　　0.1192
　　88　　0.5581VI
　　87　　0.5347
自由英作文などでは、書いた後、内容や文章構成等をチェックしている。
自由骨作文などでは 書いた後 スペリングや文ξミスがないことをチェックしている
0.7980 88　　　0.2293　　0.3052　　0.1365　　0.0109　　0.1151　　　0.5581
87　　 0.2395　 　0.2186　 　0.1413　-0.1109　 　0.0146　 　0.5347
標準化された因子得点を用いることに
よ り、第一次、第二次、第三次調査で
表10第1因子の群別分散分析
?
?
?
? 第1因 子
　FS君羊　　　　　NFS君羊
1.5
1
05
図1分 散分析図
特定することができた共通因子解を用
い、通観的に分散分析を実施し、 日本
型早期英語教育の中長期的な教育効果
について考察を行 うための基礎データ
サンプル数
合計
平均
標準偏差(SD)
平均+SD
平均一SD
標準誤差(SE)
平均+SE
平均一SE
　 112
15.057
0.134
0.985
1.119
-0.850
0.093
0.227
0.041
　　 193
-15.057
-0.078
　 0.947
　 0.869
-1.025
　 0.068
-0.010
-0,146
0
一〇5
一1
一1 .5
を得 る。
分散分析表
　　因子　　　偏差平方和　　自由度　　　平均平方
FS群
F値
NFS群
P値
一平均+SD
一平均+SE
一平均
一平均一SE
一平均一SD
① 因子得点による分散分析
因子A
誤差
全体
　 3.1991
279.9931
283.1922
　 1　　　3.1991　　 3.4619
303　　　0.9241
304
0.0638
判定
十
纏1%有意*=5%有意
早期英語教育の経験の有無に関わ
りなく、2年生全8ク ラス318名を一群 として実施 した因子分析により抽出された8因 子解
の標準化された因子得点を用いて、FS群とNFS群による群別の分散分析を実施した。
その結果、1%及び5%水 準での統計的な有意差は確認できなか ったものの、10%水準で
「有意傾 向」 にある因子 解(第1因 子 「自己有能因子」、F値3.4619(自由度1,304))を特定
す るこ とがで きた。(表10、図1)
なお、本調査研究報告書では、各種統計分析の有意差の判定結果を示すマークとして、
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1%水準 に は 「**」を、5%水 準
には 「*」を、 また、5%か ら10%
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サンプル　
の 「有意傾向」 を示す場合には　　韓
「+」を付記する。　　　　　　　　 畿鷹SD/
②GTECテ ス ト.ス コアによる 　灘蔽
　　　　　　　　　　　　　　　　 輩雛分散分析
　早期英語教育の経験の有無が、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　
高等学校2年 次の英語学習成績に　　　因子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヨニム
及ぼす影響 を検証するために、　 難
GTECの テス ト ・ス コア(総 合
得点、 リスニ ング得点、
表11GTECテスト・スコアの群別分散分析　 図2　GTEC分散分析図
GTEC総合点　　　　FS群　 　 　 NFS群
　 114　　　　 199
52479.00　　92991.00
460.342　　467.291
　 54.816　　 　63.091
515.158　　530.383
405.526　　 404.200
　 5.134　　 　4.472
465.476　　471.764
455.208　　462.819
?
?
?
?
?
?
ヨ≡ 王 一平均+SD
一平均+SE
一平均
一平均一SE
一平均一SD
偏差平方和　　　　自由度　　　平均平方
11276787534　　　 　　311　36259767
11311790288　　　 　　　312
FS君羊　　　　　NFS君羊
35002754　　 　　　　1　35002754　　　09653　　03266
F値　　　　P値　　　　判定
　 　 　 **1%有意*5%有意
　　　　　　　　　　　　リーディング得点、ライティング得点)を 用いた分散分析を行った。
　　その結果、FS群とNFS群との問には、有意差は認められなかった。(表11、図2)
(3)重回帰分析の結果
　重回帰分析では、英語学習成績 と学習因子 との因果関係を探るため、外部基準 としての
GTECのテス ト ・スコアを従属変数、因子分析によ り算出された標準因子得点を説明変数 と
して解析を行い、算出された標準偏回帰係数から、各説明変数の影響の大きさと影響の向きを
検証 した。
　なお、本分析では、教授 ・学習 とい う複雑系モデルの中で観測される英語学習成績を従属変
数 としたことで、重回帰分析による決定係数(説 明率)は 極めて小さくなった(.3193～.0812)。
そこで、重回帰式の当てはま りの良さを示す修正済みの重相関係数をモデルの適合度を判断す
るための指標 として用いた。また、算出された定数項については、全ての分析において1%水
準での有意差が確認できた。
　変数選択の基準により分析結果に相違が生 じる可能性があるため、変数選択の基準をF値
に求め、Fin=2.0、　F　out=-2.0に設定 し、変数倍増法(Stepwise　Forward　Regression)
による分析処理を行った。
　① 一群での重回帰分析
　　A.一 群全体での重回帰分析結果
　　　一群で実施した因子分析による因子得点とGTECの各テス ト・スコアによる分析結果
　　を表12に示す。
　　　第1因 子 「自己有能因子」、第Ⅳ因子 「異文化志向因子」 と第Ⅵ因子 「英作文モニター
　　因子」が、1%及び5%水 準で、英語学習成績 と強いプラス方向への因果関係を有するこ
　　 とが示されている。
　　　一方、第Ⅶ 因子 「和訳依存因子」 と、第Ⅷ 因子 「文法正確性因子」は、1%及び5%水
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準で、英語学習成績 と強いマイナス方向への因果関係があることが判明した。
　なお、本分析の判定結果は1%レベルの有意水準を示 してお り、誤差が極めて少ない結
果を得ている と評価することがでぎる。一方、重相関係数は(R)は 、.482から.321の範
囲にあ り、求められた回帰方程式の精度は、やや劣る可能性があることが示唆されている。
表12一群での因子得点とGTECテストスコアによる重回帰分析
GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリーディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定
第Ⅰ因子 0.3266 00000 ** 03025 0.0000** 02832 00000** 0」764 0.0016**
第Ⅱ因子 0.0917 0.0764
+
0.0485 0.3629 0.0894 0.0922 0」070 0.0551
第皿因子 0.0258 06171 00218 0.6817 00024 0.9639 0.0598 0.2820
第Ⅳ因子 0.2024 00001 ** 01841 0.0006** 01996 00002** 0.0470 0.3981
第V因 子 0.0348 0.4994 0.0258 0.6282 0.0213 0.6871 0.0723 0.1937
第VI因子 01825 00005 ** 01438 0.0072** 01688 00016** 0」317 0.0182*
第皿因子 -01442 00054 ** -0.1444 0.0070**
-0
.1326 00126 * -0,0163 0.7693
第皿因子 -0.1254 0.0155* -0.0776 0.1461 .1036 0.0513十 -0.1762 0.0017**
重相関係数 0.4820 0.4249 0.4328 0.3214
誤差 0.0000** 0.0000** 0.0000** 0.0001**
B.群別(FS群 、　NFS群)による重回帰分析結果
　被験者を二群(FS群、　NFS群)に分類 し実施 した重回帰分析の結果を表13及び表14に
示す。
　FS群においては、第1因 子 「自己有能因子」、第Ⅳ 因子 「異文化志向因子」 と第Ⅵ 因
子 「英作文モニター因子」が、1%及び5%水 準で、英語学習成績 と強いプラス方向への
因果関係があることが分かった。
　一方、第Ⅶ 因子 「和訳依存因子」は、1%及び5%水 準で英語学習成績 と強いマイナス
方向への因果関係があることが確認できた。また、第Ⅷ 因子 「文法正確性因子」は5%水
準でライティング ・スコアに対してのみ英語学習成績 とマイナス方向への因果関係がある
ことが判明した。
　なお、本分析結果は、1%水準で誤差が極めて少ないことを、また、重相関係数(R)
は、.56から.46の幅にあ り、分析の精度はほぼ満足で きるものであることが示 されている。
　NFS群においては、第1因 子 「自己有能因子」 と第Ⅳ因子 「異文化志向因子」が、1%
及び5%水 準で、英語学習成績 と強いブラス方向への因果関係を有 していることが示され
ている。特に、NFS群における第Ⅳ 因子については、有意差が確認できなか ったライティ
ングを除き、1%水準の有意差が示され、各テス ト・スコアに対する影響の度合が大きい
ことが確認できた。
　特筆すべき点は、二群問の標準偏回帰係数を比較すると、第Ⅰ因子においては リーディ
ングに対する係数の値がNFS群の方が大 ぎいことを除き、両群間に大差がないものの、
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第Ⅳ因子については、成績 との因果関係において有意性の低いライティングを除き、NFS
群の標準偏回帰係数の値が大 きくなっていることである。本件については、「6.考察 と
課題」で詳解する。
　一方、第Ⅷ 因子 「文法正確性因子」は、5%水準で、ライティング ・スコアに対 しての
表13一群FS群での因子得点とGTECテストスコアによる重回帰分析
GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリーディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定
第1因 子 0.3571 0.0001** 0.3591 0.0001** 0.2448 0.0080** 0.2447 0.0085**
第Ⅱ因子 0.0455 0.5926 一〇.0605 0.4999 0.0781 03900 0」761 0.0557十
第皿因子 0.0333 0.6947 0.0586 0.5122 一〇.0153 0.8655 0.0618 0.4975
第Ⅳ因子 0.1889 0.0255* 0.1332 0.1322 0.1907 0.0342* 0.1093 0.2241
第V因 子 0.0020 0.9807 一〇,0555 0.5294 0.0494 0.5807 0.0188 0.8342
第Ⅵ因子 0.3037 0.0005** 0.2465 0.0065** 0.2589 0.0048** 0.2217 0.0159*
第Ⅶ因子 一〇.3167 0.0003** 一〇.2434 0.0073** 一〇.2966 0.0014** 一〇」943 0.0343*
第Ⅷ因子 一〇,1528 0.0740十 一〇,1165 0.1941 一〇.0994 0.2731 一α2142 0.0203*
重相関係数 0.5651 0.4954 0.4757 0.4652
誤差 0.0000** 0.0003** 0.0009** 0.0015**
　みマイナス方向への因果関係があることが判明した。(表14)
　　なお、本分析結果は、1%か ら5%水準で誤差が少ないことを、また、重相関係数(R)
　は、.48から.28の幅にあ り、分析の精度が劣る可能性があることが示 されている。
② 早期英語教育の経験の有無(二 群:FS群、　NFS群)による重回帰分析
表14一群NFS群での因子得点とGTEGテストスコアによる重回帰分析
GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリーディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P 値 判 定
第1因 子 0.3367 0.0000** 0.3018 0.0000** 0.3213 0.0000** 0」470 0.0414*
第Ⅱ因子 0.1165 0.0814十 0.1034 0.1306 0.0990 0.1433 0.0738 0.3091
第皿因子 0.0450 0.4927 0.0200 0.7661 0.0401 0.5471 0.0676 0.3446
第Ⅳ因子 0.2322 0.0005** 0.2283 0.0008** 02261 0.0008** 0.0290 0.6855
第V因 子 0.0558 0.3946 0.0786 0.2421 0.0063 0.9243 0.0877 0.2199
第Ⅵ因子 0.1283 0.0540十 0.0863 0.2046 0.1301 0.0541十 0」088 0.1331
第Ⅶ因子 -0.0492 0.4557 -0.0931 0.1692
-0
.0301 0.6525 0.0730 0.3106
第Ⅷ因子 -0,1028 0.1252 -0.0547 0.4243 .0923 0.1743 -018 0.0396*
重相関係数 0.4810 0.4396 0.4522 0.2850
誤差 0.0000** 0.0000** 0.0000** 0.0461*
　第三次調査においては、FS群 ・NFS群ともに、因子分析により解釈可能な因子解を得る
ことができたため、それぞれの群固有の因子解による因子得点と、GTECのテス ト・スコ
アによる重回帰分析を行い、各群固有の学習因子 と英語成績 との因果関係を探った。
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A.FS群10因子 とGTEC英語学習成績による重回帰分析結果
　FS群のみで実施 した因子分析により算出された10因子の因子得点 と、　GTECの各テス
ト・スコア との重回帰分析の結果を表15に示す。
　FS群においては、第Ⅰ 因子 「自己有能因子」 と第Ⅶ 因子 「英作文モニター因子」が、1
%及び5%水 準で、英語学習成績 とブラス方向への強い因果関係があることが確認できた。
　一方、第Ⅷ 因子 「和訳依存因子」、第Ⅸ 因子 「英作文表現志向因子」 と、第X因 子 「英
作文規範重視因子」は、1%及び5%水準で英語学習成績 とマイナス方向への因果関係が
あることが判明した。
　なお、本分析結果は、1%水準で非常に誤差が少ないことを、また、重相関係数(R)
は、.57から.47の幅にあ り、分析の精度は満足できるレベルであることが示 されている。
表15FS群での 因子得点とGTECテストスコァによる重回帰 分析
GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリー ディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定
第1因子 0.2954 00005 ** 03164 0.0005 ** 01798 0.0397 * 0.21420.0180*
第Ⅱ因子 0.0417 06139 00599 0.4948 00019 0.9827 0.0551 0.5376
第皿因子 0.0119 08859 -0.0493 0.5738 00226 0.7933 0.1256 0.1615
第IV因子 0.1228 01396 01044 0.2353 01091 0.2089 0.0659 0.4609
第V因子 0.079303387 -0.06470.4613 01527 0.0796十 0.15760.0797 十
第Ⅵ因子
-0
.0067 09351 -0.05110.5600 00670 0.4389 -0.0849 0.3423
第Ⅶ因子 0.250500031** 02033 0.0222 * 01919 0.0284* 0.24180.0078**
第Ⅷ因子 .312200003** -0.23580.0082** .315100004 ** -0.1405 0.1176
第IX因子 1481 0.0756十 -0,06560.4552 .14050」063 .20940.0206*
第X因子 一α2022 0.0160* -0.15760.0745十 .20680.0184* .07110.4261
重相関係数 0.5777 0.5012 0.5214 0.4734
誤差 00000** 0.0010** 0.0004** 0.0040**
B.NFS群6因子 とGTEC英語学習成績による重回帰分析結果
　NFS群のみで実施 した因子分析により算出した6因 子の因子得点 と、　GTECの各テス
ト・スコア との重回帰分析の結果を表16に示す。
　NFS群では、第1因 子 「自己有能因子」 と第V因 子 「異文化志向因子」が、英語学習
成績に対 し、1%か ら5%水準で、プラス方向への有意な因果関係を示 していることが確
認できた。
　なお、本分析結果は、ライテ ィングの分析を除き、1%水準で非常に誤差が少ないこと
を、また、重相関係数(R)は 、ライティングを除き.47から.46の幅にあ り、分析の精度
は、ほぼ満足できるレベルにあることが示されている。一方、ライティングの分析結果は、
分析の誤差同様にかなり精度が劣る可能性があることが示唆されている。(R=.25)その
ため、NFS群のライティングの分析結果の考察に際 しては、本分析結果は、参考程度に
留め置 くもの とする。
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表16NFS群での 因子得 点とGTECテストスコアによる重 回帰分析
GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリー ディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 　　判 定
第1因子 03560 00000 ** 03092 00000 ** 03423 00000 ** 01694 00184　*
第Ⅱ因子 00703 02815 00568 03972 00700 02843 00327 06463
第皿因子 00810 02157 00438 05141 00773 02373 01035 01477
第Ⅳ因子 00673 03025 01035 01238 -0.010608709 0.11970.0944　+
第V因子 02745 00000** 02503 00002** 02850 00000** 00450 05280
第V咽子 00157 08096 00237 07232 00349 05927 -0.0683 03387
重相関係数 04726 04215 04631 02507
誤差 00000** 00000** 00000** 00589　+
6.考 察 と課題
　本調査研究報告書では、これまで実施 してきた第一次調査、第二次調査の結果 ・考察を受け、
日本型早期英語教育の中長期的な教育成果を検証 し、小学校外国語(英 語)活 動 と中等学校
(中学校、高等学校)英 語教育の接続に係わる提言を行 う。
(1)早期英語教育の中長期的な影響の現れ
　小学校卒業後、5年が経過 した高等学校2年 次に実施 した英語学習実態調査(第 三次調査)
の分析において、FS群、　NFS群それぞれ固有の因子解を同定することができ、また、特定の
因子が英語学習成績 と有意な因果関係を有することが判明したことは、中等学校英語教育に対
し早期英語教育の教育的な効果が中長期的に影響を及ぼ していることを示唆 してお り、注 目に
値する。
　なお、本調査においては、調査校の2年 次におけるカリキュラム上の特色である 「ライティ
ング表現活動の強化」に係わる質問項 目を追補したため、ライティングや表現活動に係わる学
習因子が出現することが予想された。 とりわけ、FS群においてはライティングの教授 ・学習
に係わる学習因子が分化し、多様な学習因子 として出現していることは興味深い。
　① 表現活動に対するより高い志向性 と統合的学習方略の活用
　　FS群では、第Ⅶ 因子 「英作文モニター因子」、第]Ⅸ因子 「英作文表現志向因子」、第x因
　子 「英作文規範重視因子」に、ライティングの教授 ・学習に係わる3つの解釈可能な学習因
　子が出現している。さらに、第V因 子 として解釈した 「コミュニケーション活動志向因子」
　を構成する項 目内容は、NFS群と比較すると、ライティングによる英作文表現活動に対す
　 る志向性をより強 く表すもの となっている。
　　このことから、 日本型早期英語教育の影響の一つ として、オーラルコミュニケーションを
　は じめ とするスピーキング活動のみならず、ライティングを含む創造的な表現活動に対する
　志向性 と表現活動における統合的な学習方略の形成が解釈可能な学習因子 として出現したも
　の と判断することができる。
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② 探求型学習志向の現れ
　特色のある因子 として、第Ⅵ 因子 「探求型学習因子」がFS群 にのみ現れた。 この因子を
さらに分析すると、英作文や読解演習の際に辞書や参考書を活用した探求的な学習を志向す
る因子であることが判明 した。 このことは、「総合的な学習の時間」を活用 し、小学校外国
語(英 語)活 動が体験的 ・探求的な学習活動を中心に展開されてきたことの現れであると解
釈することができる。なお、本因子 と英語学習成績 との有意な因果関係は確認できなかった。
③ 英語学習成績 との因果関係におけるNFS群の 「異文化志向因子」の優位性
　第三次調査では、「異文化志向因子」が英語学習成績に及ぼす影響について、有意差が確
認で きなかったライティングを除き、FS群よりもNFS群のほうが大きくなっていること
が判明した。 この傾向は、第一次調査(松 宮2009)においても確認されたものである。 こ
のことは、Curtain　and　Pesola(1988)の、　intercultural　competenceが10才前後 までに外
国語を通じて異文化を体験させることにより育成されるとしていることを一部否定している
ともとれる。すなわち、中等学校教育段階で、はじめて外国語による異文化体験を経験した
学習者においても、英語学習成績に有意な影響を及ぼすintercultural　competenceが涵養 ・
形成されるとい うことである。 このことから、「異文化志向因子」は、 日本型早期英語教育
の経験の有無を問わず、英語学習成績に有意に作用する学習因子 となることが確認できた。
④ ネットワーク型因子の出現
　FS群とNFS群で共通因子 として特定、命名したものについて、それぞれの因子を構成
する項 目に着 目し考察を加える。特に、各因子を構成する項 目の因子負荷量 と符号の向きか
ら、同一名の因子について、質的な相違の存在について考察する。
　共通因子 として抽出された 「異文化志向因子」においては、第二次調査の結果 と同様 に、
FS群は 「外国の『人』 と一緒に生活をしてみたい。」、「外国の『人』 と話をしたい。」 と、
「『姉妹校 との交流』プログラムに関心がある。」の因子負荷量が大 きく、『人 とのふれあい』
や『人 との交流』を含む項 目が主 とな り因子を構成 している。一方、NFS群では、　「『外国
のこと』に興味がある。」「『外国』へ行ってみたい。」の因子負荷量が高 くなってお り、FS
群の『人 とのネ ットワーク』を通した外国観 とは異なる視点が現れていると判断することが
できる。
　 同様に共通因子 として同定 した 「コミュニケーション活動志向因子」では、FS群は、グ
ループ表現活動を中心に位置づけた英語ライティング演習(英 語W)に 対する志向がNFS
群 と比較し強 く現れている。また、ライティングによる表現活動では、外国語指導助手や英
語担当教員からの添削指導に有用性を強 く見いだ している。すなわち、FS群においては、
人 と人 との関係性の中で学ぶ ことに対する志向がNFS群 よりも一段 と強 く出現 していると
判断することができる。 しか し、FS群で特定することができた 「コミュニケーシ ョン活動
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　志向因子」は、重回帰分析の結果、英語学習成績のライティング ・スコア とは、マイナスの
　因果関係が5%水 準で存在することが明らかになった。今後の検討 ・追跡調査が求められる
　 ところである。
(2)「言語能力肯定因子」に係わる逆転現象の検証
　第二次調査で明らかになった早期英語教育経験者群(FS群)の 「言語能力肯定因子」にか
かわる逆転現象の出現について、これを途中経過の一時的な現象 として捉え、長期的には 「自
己有能因子」同様にブラスの要因 として英語学習成績に影響を及ぼす重要な因子へ と変容する
とい う仮説を、第二次調査の考察で設定した。
　今回の一群、及び、群別因子分析結果からも、同様の因子解である 「言語能力肯定因子」を
同定することができた。当該の因子得点 と英語学習成績 との重回帰分析においては、有意差は
出現 しなかったものの、「言語能力肯定因子」に係わる全ての分析において、重相関係数(R)
がブラスの値を示した。このことは、第二次調査で設定した仮説を支持するものであると評価
できる。
(3)学習因子に係わるカテゴ リの設定
　第一次調査、第二次調査、第三次調査において同定することができた各学習因子の因子寄与
率、群問差、重回帰分析による英語学習成績 との因果関係の結果を総括したチャートを図3に
示す。
　この総括図の分析から、高等学校の英語教育に係わる教授 ・学習の過程において出現する学
習因子を6つ のカテゴリに分類し、 日本型早期英語教育が中長期的な影響を及ぼしている学習
因子の追究や、英語学習成績 との因果関係が深いカテゴリを特定することができる。なお、本
分析においては、年次毎に設定されているカリキュラム内容の影響を最大限配慮し、普遍的に
出現 し、一般化することが妥当な項 目を選択した。
第1カ テ ゴ リ
第2カ テ ゴ リ
第3カ テ ゴ リ
第4カ テ ゴ リ
第5カ テ ゴ リ
第6カ テ ゴ リ
「自己有能感 ・自己肯定感に係わる因子」(学習成績 との因果関係大)
「教授 ・学習方略の有用性に係わる因子」
「異文化志向に係わる因子」(学習成績 との因果関係大)
「コミュニケーション志向、表現活動志向に係わる因子」
「文法 ・モデル重視、正確性に係わる因子」
「和文依存に係わる因子」(学習成績 との因果関係大)
① 「異文化志向因子」の中長期的な影響
　 これらのカテゴリの中で、 日本型早期英語教育の中長期的な影響が顕著に出現しているの
が、第3カ テゴリ　 「異文化志向に係わる因子」である。特定することができた因子の影響
力を比較分析するために、第一次調査から第三次調査にかけて出現した共通因子項 目の因子
得点を、FS群、　NFS群の二群で分散分析を行った結果、「異文化志向因子」に5%水 準の
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図3学習因子のカテゴリー 分析
第一次調査　　　　　　　　　　　　　　第二次調査
　　自己有能(キャン・ドゥ)因子
因子寄与率　1298%　群間差
　　　　　　全　　　　FS　　NFS
総合得点　　 **
リスニング　　**
リー ディング　　**
ライティング　　**
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
教授・学習補略有用因子
因子寄与率　 990%
　　　　　　 全
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
群間差
FS群NFS群
　　　　 異文化志向因子
因子寄与率　 718%　群間差
　　　　　　全　　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティン
　　コミュニケーション志向因子
因子寄与率　 545%　群間差
　　　　　　全　　　　FS　　NFS
総合得点　　 **
リスニング　　**
リー ディング
ライティング　　*
?
?
?
?
文法・正確性重要視因子
因子寄与率　 368%
　　　　　　 全
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
群間差
Fs群　　NFS群
書 き言葉(written　Ianguage)有能因子
因子寄与率　1837%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS　　　NFS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
話し言葉(spoken　Ianguage)有能因子
因子寄与率　 656%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS　　　NFS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライーイン
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
　　　　言語能力肯定因子
因子寄与率　401%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライーイン
*(一)
**(一)
　　教授 ・学習方略有用因子
因子寄与率　421%　群間差
　　　　　　 全本　 　FS羊　 NFS羊
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　　　異文化 ・外 国志向因子
因子寄与率　407%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS　　NFS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティン
コミュニケーション志向因子
因子寄与率
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
721%
全
群間差
FS　　 NFS
■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■■　■　■　■■　■　■　■■　■　■　■■　■　■　■　■　■　■
(第三次調査)
第三次調査
　　　　　自己有能因子
因子寄与率　1896%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
　　　　言語能力肯定 因子
因子寄与率　652%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライー イン
教授学習方略有用因子
因子寄与率　 738%
　　　　　　 全本
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
群間差
FS羊　　NFS
　　　　 異文化志向因子
因子寄与率　4gg%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティン
コミュニケーション活動志 向因子
因子寄与率　 357%
　　　　　　 全
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
群間差
FS　　 NFS
　　　　 文法正確性因子
因子寄与率　226%　群間差
　　　　　　 全本　　FS羊
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
　　　　　規範依存因子
因子寄与率　 486%　群間差
　　　　　　 全体　　　　FS群
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティン
和文英訳・規範依存因子
因子寄与率
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティン
385%
全
群間差
FS　　 NFS
　　　　　 和 訳 依 存 因 子
因子寄与率　 322%　群間差
　　　　　　 全　　　　FS
総合得点　　*(一)　*(一)
リスニング
リー ディング　*(一)　*(一)
ライティング
　　　 英作 文モニター 因子
因子寄与率　27506　群間差
　　　　　　 全　　　　FS　　NFS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティン
　　　　　和訳依 存因子
因子寄与率　25806　群間差
　　　　　　 全　　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
**(一)
**(一)
*(一)
**(一)
**(一)
**(一)
*(一)
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有意差があることが確認できた。(表17)
　 日本型早期英語教育の中長期的な教育効果が出現 していることを証明する、重要な結果を
導き出している。
表17 「異文化志向因子」の群別分散分析
基本統計量 FS群(小学校英語活動経験者) NFS群(小学校英語活動未経験者)
因子 異文化志向因子 異文化志向因子
水準 一次調査　　　 二次調査 三次調査 一次調査　　　 二次調査 三次調査
サンプル数 116　　　　　　116 112 197　　　　　197 192
合計 18105　　　　 18600 10121 一18105　 　 -18600 一10835
平均 0156　　　　 0160 0090 一〇〇92　　　　-0094 一〇〇56
標準偏差(SD) 0944　　　　0937 1024 1025　　　　 1026 0880
平均+SD 1100　　　　　1097 1115 0933　　　 0932 0823
平均一SD 一〇788　　　　 -0777 一〇934 一1117　　　 -1120 一〇936
標準誤差(SE) 0088　　　 0087 0097 0073　　　 0073 0063
平均+SE 0244　　　 0247 0187 一〇〇19　　　 -0021 0007
平均一SE 0068　　　 0073 一〇〇〇6 一〇165　　　　-0168 一〇120
分散分析表
　 因子 偏差平方和　　　　自由度　　　　平均平方?? 107537
8800201
8907738
5　　　　 21507
924　　　　　09524
929
F値　　　　　　P値　　　　　　判定
22582　　 　　00468　　 　　*
　 　 　 　 **10・有意*5%有意
② 表現活動に対する統合的アプローチの出現
　第二次調査 と第三次調査で分離することがで きたFS群、　NFS群固有の学習因子の因子
寄与率、重回帰分析による英語学習成績 との因果関係の結果を総括したチャートを図4に 示
す。
　 この総括図の分析から、FS群においては、コミュニケーシ ョン活動を中心 とした表現活
動に係わる学習因子が多元化 ・分化し、独立した固有因子 として出現していることが判明し
た。
　 これらの分析結果から、FS群は、 コミュニケーションをはじめ とする各種表現活動に対
し、NFS群よりも多様な学習方略を適用 し、より統合的に課題を解決 しようとする傾向が
あることが確認できた。
7.課 題 と提言
(1)小中一貫英語教育に係わる提言
　第一次調査から第三次調査までの分析結果を通観することにより、現行実施されている日本
型早期英語教育の中長期的な影響及び教育効果を一定レベルにおいて検証することができた。
　特に、「異文化志向因子」が、中長期に渡 る持続的な教育効果を発現することと、中等学校
教育段階においても英語学習成績に有意に寄与するintercultural　competenceを育成すること
ができることを、本調査において明確に示せたことは意義深い。
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　　　　図4FS群、NFS群の二群による因子分析
　　　　第二次調査FS群　　　　第三次調査FS群　　　　　 第二次調査NFS群
　　　　　　　自己有能因子　 　 自己有能因子 　1　 自己有能因子
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率
　　　　　　　 16.76%　FS　　 　 　 19.56%　FS　　 l　 　 　 15.559。　 NFS
　　　　　　　総合得点 　 　 　 総合得点**1　 総合得点**
　　　　　　　リスニング　　　　　　　　　　　リスニング　　**　　■　　　　　リスニング　　**
　　　　　　・一デ・ング 　 　 　 ・一デ・ング ・　 1　 ・一デ・ング**
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 *　　　 ■　　　　　ライティング　　**ライティング ライティング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■
　　　　　　語 能力肯定因子　 　言語能力肯定肝1　 言離 力肯定因子
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　284%　　　NFS6.80%　　FS 765%　　FS
　　　　　・ 総合得点 ・(一)　　 総合得点 　 　 1・ 総合得点
　　　　　　　リスニング　**(一)　　 　　　リスニング　　　　　　　1　　　　　リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　1　　　　 リー ディング　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　 ライティング　　　　　　　　　　ライティング　　　　　　　■　　　　　ライティング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■
　　　　　　 表現学習有能因子 　 ・・購 方略有・・子1　 … 学習方略有用因子
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率
　　　　　　　　4.45%　　　　FS　　　　　　　　　　　699%　　　FS　　　　l　　　　　　　407%　　　NFS
　　　　 ・ 総合得点**　 皿 総合得点 　 　 1・ 総合得点**
　　　　　　　リスニング　　**　　　　　　リスニング　　　　　　　1　　　　　リスニング　　*
　　　　　　 リー ディング　　**　　　　　 リー ディング　　　　　　1　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　リー ディング
　　　　　　 ライテ・ング ・ 　 　 ライテ・ング 　 　 1　 ライテ・ング ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　 乱 言鮪 能因子 　 … ニケー泊・活・志向囚子1
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　　　　　　 因子寄与率　　　　　　■　　　　　 　　　 　　　　　因子寄与率
　　　　　　　　2.5906　　　FS　　　　　　　　　　　5.38曾。　　　FS　　　　l　　　　　　　O.0006　　　NFS
　　　　 w総 合得点**　 v総 合得点 　 　 1　 総合得点
　　　　　　　リスニング　　**　　　　　　リスニング　　　　　　　1　　　　　リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　騨　　　　 リー ディング
　　　　　　 イーテ・ング 　 　 　 イーテ・ング 　 　 1　 一イテ・ング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　　異文化志向因子　　　　 　異文化志向因子　　1　　　 異文化・外国志向因子　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率　　
4.07%　　　　FS　　　　　　　　　　　6.11%　　　　FS　　　　■　　　　　　　　　3.09%　　　NFS
　　　　 ・ 総合得点 　 　 ・ 総合得点 　 　 1・ 総合得点
　　　　　　　リスニング　　　　　　　　　　　　　　　リスニング　　　　　　■　　　　 　　　　　　　　リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　暉　　　　 リー ディング
　　　　　　 ライテ・ング 　 　 　 ライテ・ング 　 　 1　 ライテ・ング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 圏
　　　　　　　英作文規範因子　　　　　英作文規範重視因子　　圏　　　　文法学習志向因子　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率
　　　　　　　　3.50%　　　　FS　　　　　　　　　　　276%　　　FS　　　　■　　　　　　　　　230%　　　NFS
　　　　　・ 総合得点 　 　 x総 合得点 ・(一)lw総 合得点 ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　 リスニングリスニング リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　1　　　　 リー ディング　　**
　　　　　　 ライテ・ング 　 　 　 ライ・・ング ・(一)1　 ライ・・ング
?
?
?
?
?
?
文法訳 読有用 因子
因子寄与率
　 2.3606　　　 FS
総合得点
リスニング
リーディング
イーティング
英作文モニター因子
因子寄与率
　 403%　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
?
?
?
?
英作文表現志向因子
因子寄与率
　 2.97%　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ーイティング　*(一)
和 訳 依存 因 子
因子寄与率
　 3.30%　　　FS
総合得点　 **(一)
リスニング　**(一)
リー ディング**(一)
ライティング
探求 型 学 習 因子
因子寄与率
　 407%　　　FS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
和訳 依 存 因子
因子寄与率
　 2.22%　　　NFS
総合得点
リスニング
リー ディング
ライティング
(第三 次調査)
　第三次調査NFS群
自 己有 能 因 子
因子寄与率
　19.56%　　　NFS
総合得点
リスニング
リーディング
ライティング
?
?
?
?
言語能 力肯 定因子
因子寄与率
　 7.24%　　　NFS
総合得点
リスニング
リーディング
ライティング
教授学習方略有用因子
因子寄与率
　 8.17%　　　NFS
総合得点
リスニング
リーディング
ライティング
コミュニケーション活動志向囚子
因子寄与率
　 4.51%　　　NFS
総合得点
リスニング
リーディング
ーイティング
異 文 化 志 向因 子
因子寄与率
　 4.36%　　　NFS
総合得点
リスニング
リーディング
ライティング
?
?
?
?
?
?
英作文モニター因子
因子寄与率
　 3.46%　　　NFS
総合得点
リスニング
リーディング
ライティング
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　これらの分析結果から、小学校5、6年 生で実施される外国語(英 語)活 動においては、グ
ループ活動等の集団活動に対する親和性が高い とい う学習者特性を最大限生か した異文化体験
活動や異文化間コミュニケーション活動をカリキュラムに位置づけ、「聞く」「話す」を中心に
した 「音に慣れ親しむ」活動だけではな く、自分の気持ちを 「書いて」表現する、「読んだ」
内容を 「話した り、書いたりして」表現するとい うベーシックな表現活動を位置づけることが
望まれる。
　これにより、外国語指導助手や外国人、及び、外国語(英語)や外国の文化に対する好意的 ・
肯定的な態度や認知力を養 うとともに、コミュニケーションをはじめ とする表現活動に対する
積極的 ・好意的な態度 と表現活動に対する統合的な学習方略や課題解決能力を育成することが
期待できる。
　また、小学校外国語(英 語)活 動 と中等学校英語教育 との橋渡 しを行 う中学校においては、
小中の接続を意識し、異文化問コミュニケーション活動や表現活動を、グループワークやペア
ワーク等の人間関係の中で展開することができるcooperative/collaborative　earning等の
学習環境を構築する等、多様な授業展開や異文化体験活動を工夫 ・導入することが望まれる。
(2)今後の課題
　第一次調査から第三次調査までの分析結果に基づ くより精緻な考察を行 うためには、これま
での分析結果やデータを再統合 し、パス解析等の手法を用い学習因子と英語学習成績(テ ス ト・
スコア)との因果モデルを視覚化することが必要 となる。
　パス解析では、特定することができた学習因子 と英語学習成績による一連の因果図式を想定
して学習因子間の因果関係の強さを算出し、原因 となる学習因子が結果 となる従属変数を次々
に規定 していく様子をモデル化する。そのためには、重回帰分析や偏相関分析の手法を応用す
ることで、それぞれの因果経路による規定力の違いを明らかにする。
　これにより、早期英語教育の成果 と中等学校英語教育 との交互作用により形成された学習因
子 と英語学習成績 との因果構造を明らかにし、 日本型早期英語教育が、中長期的に学習因子の
形成 ・変容や英語学習成績に影響を及ぼす因果的な効果を検証することで、2011(平成23)年
度から全面実施される小学校外国語(英 語)活 動のあ り方や方向性について、より明確な提言
を行 う。
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